
2. 設置方法

落下の危険が無いよう、下記注意事項を必ずお守りください。取付後は確実に設置されているかどうか、再度ご確認ください。
※製品落下についての責は一切負いません。�

設置方法は、チェーンタイプ（右）壁付けを例にとっていますが、チェーンタイプ（左）でも、天井付
けタイプでも、取り付けの手順は同様です。不明な点がありましたら、お問い合わせ下さい。�

スクリーンの設置

1.ブラケットの取り付け

①一直線上になるよう、ブラケット取付位置を決めて下さい。
※1.左右の製品端にひとつづつと、中央に3つ目を設置します。

　　（内側に設置すると、歪みが出て巻取りにくくなる事があります)

※2.必ず下地のある場所を選んで下さい。

※3.ブラケットの取付穴は長穴になっていますので、上下3mm

　　程度の調整が可能です。

2.スクリーン本体の取り付け

①最初に、本体のフレームをブラケットの“ツメ”に引っ掛けます。
※1.ビス穴から天井までの距離を50mm以上開ける事を推奨します。

②ブラケットを、付属のビスでしっかり壁または天井に絞め込みます。

③ブラケットの向きに注意してください。
※1.壁に取り付ける場合は、樹脂の突起が下になるように設置します。

※2.天井に取り付ける場合は、樹脂の突起が正面を向く様に設置します。

3. 使用方法

※1. ※2.
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②次に、全てのブラケットから「カチッ」と音がするまで本体を押し
　込みます。

3.動作の確認

①まっすぐ巻き上がらない場合は、ブラケットが傾いている可能性が
　あります。

②天井取り付けで、チェーンの動きが固い場合は、ブラケットの
　位置が、端になっているかどうかをご確認下さい。

このときスクリーン本体を持って作業したり、スクリーンを押すと、膜面に傷が入る恐れがありますので、必ず下のフレーム部分を持ち、
押し込むようにしてください。

天井取り付けの場合も、手順は同様です。ブラケットの向きに注意して下さい（1-③参照）。
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スクリーンを落下させると、膜面に傷が入る恐れがありますので、広い場所で、床に置いた状態で作業して下さい。

なるべくスクリーン本体はつかまず、端のメカ部分を持って作業する様にして下さい。

1.チェーンを引く事でスクリーンを上下させます

①チェーンを引いてスクリーンを広げ、反対側のチェーンを引いて
　巻き上げます。 

②スクリーン全開時に、あえてポールにブラックマスクがひと巻分
　残るようにストッパーが設定されています。引き過ぎるとポール

　からスクリーンが剥がれる恐れがありますので、ストッパーの

　位置は絶対に変えないで下さい。  

1.スクリーンを完全に巻き取った状態で、チェーンと反対側の

　サイドブラケットにある、丸いポッチを指で押して下さい。 

2.スクリーンをセットフレームから取外します。  

ストッパー

4. 取り外し方

5. 壁付け/天井付けの切り替え方法

スクリーンの取り外し

安全のため、二人以上での作業をおすすめします。

スクリーンの落下を防ぐため、片手でフレームを支えながら行なって下さい。

1.ブラケット下部(天井取り付けの場合は前部)の白い樹脂の突起を押し上げると、フレームが外れます。

　3箇所のブラケット全てを、順に外して下さい。

都合により、壁付けと天井付けを切り替えたい場合は、こちらの手順で変更が出来ます。
※壁付け→天井付けの場合を例にとっていますが、天井付け→壁付けの場合は、逆の手順で行ないます。

※チェーン（右）の場合を例にとっていますが、チェーン（左）の場合も、手順は同様です。


